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宮崎工場からの輸出入物流効率化
－志布志港の活用－

2024年10月30日
住友ゴム工業（株）
タイヤ事業本部 SCM本部
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■企業概要
社 名 ︓ 住友ゴム工業株式会社
所 在 地 ︓【本社】 兵庫県神戸市中央区脇浜町3-6-9

【東京本社】東京都江東区豊洲3-3-3
連結子会社数 ︓ 100社(うち国内27社)
連結従業員数 : 39,975名

〈2023年末〉

タイヤ事業
85.5％

産業品他
3.8％

スポーツ事業
10.7％

11,774※億円

日本
29.5％

その他
13.7％

北米
22.4％

欧州
17.4％

■売上収益: 事業セグメント別（2023年12月期）■売上収益: 事業セグメント別（2023年12月期）

本社

アジア
17.0％

■売上収益: 地域別（2023年12月期）■売上収益: 地域別（2023年12月期）

※国際会計基準(IFRS)

11,774※億円
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■基幹事業

タイヤ事業 産業品事業スポーツ事業
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■国内・海外主要工場所在地（タイヤ）

1997年生産開始。当社アジア初の工場として、自国内
および周辺国向けが全体の半分を占める。
生産カテゴリー︓小型トラック(Xply) 、乗用車、モーター
サイクル、スペアタイヤ

名古屋・白河・泉大津・宮崎・(加古川)の５か所に工場を持
つ。神戸工場は1995年震災により閉鎖。2000年オーツタイ
ヤとの合併により、泉大津・宮崎の2工場が加わる。
生産カテゴリー︓トラック・バス、乗用車、モーターサイクル、農
機・産業タイヤ

日本

インドネシア
2006年生産開始。グローバルな輸出拠点と
して世界最大規模のタイヤ工場に持つ。
生産カテゴリー︓乗用車、モーターサイクル、
農機・産業タイヤ

タイ

2014年M&Aによって当社運営開始。2018年から
トラック・バス用タイヤの生産を開始。
生産カテゴリー︓トラック・バス、乗用車

南アフリカ

2004年常熟市で第一工場の生産を開始。中
国市場の拡大に伴い、2012年に長沙市で生
産開始。いずれも地産地消を目的とした工場。
生産カテゴリー︓トラック・バス、乗用車

中国

2013年生産開始。当社南米初の工場として、自国内
および周辺国のみに供給する地産地消拠点。2019年
から新たにトラック・バス用タイヤの生産を開始する
生産カテゴリー︓トラック・バス、乗用車

ブラジル

2015年GYアライアンス解消を機に、当社運営開始。アライアンス
前まで当社バッファロー工場として操業、17年ぶりに戻ってくる。
生産カテゴリー︓トラック・バス、乗用車、モーターサイクル

アメリカ

2015年生産開始。欧州向け供給
拠点として、操業来増産を継続し
ている。
生産カテゴリー︓乗用車

トルコ

各国内工場数
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志布志港利用の沿革

・2001年 志布志港⇔大阪港⇔米国

海上コンテナとフェリーによる複合輸送で利用開始

・2002年 志布志港定期コンテナ船就航

インドネシア発天然ゴムの輸入港を門司から志布志に変更

米国向けタイヤ輸出 志布志港からコンテナ船にて輸出開始

・2016年 中近東向けタイヤ輸出開始

・2024年 1-6月でシェア２２％まで拡大

・2023年 弊社内港別利用量で1位に（シェア18%）
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2023年 海上コンテナ港別利用量

志布志

名古屋

東京
横浜

博多
大阪

常陸那珂

その他14港

製品輸出・原材料輸入は工場近隣の港、製品輸入は荷受倉庫近隣の港を利用しています。
宮崎工場からの製品輸出が多く、港別では志布志港の利用が最大となっています。

宮崎工場
(宮崎県都城市)

泉大津工場
(大阪府泉大津市)

白河工場
(福島県白河市)

名古屋工場
(愛知県豊田市)
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志布志港の利用推移

これまで弊社では継続的に地方港の利用を増やしてきましたが、2021〜2022年は海上輸送の混乱、
コンテナ不足により縮小せざるを得ない状況となりました。
2023年以降は海上輸送の正常化により、地方港シフトを再加速しています（特に志布志港からの輸送）。
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志布志港

博多港

260km

40km

宮崎工場からの輸出入を志布志港に切り替え、
輸送距離は約1/6に短縮、3時間削減

①距離短縮と高規格道路使用による燃費効率
アップにより、CO2排出量85%削減
②持続可能な輸送の構築（2024年問題対応）

宮崎工場
(宮崎県都城市)

都城志布志道路の
全面開通によりさらなる
時間短縮が期待される

参照︓都城市公式HP
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課題 今後の見通し

インフラ

志布志-都城間の道路整備
2024年度中に都城志布志道路（無料高規格道路）が
全線開通予定

港のコンテナ蔵置キャパシティ拡大
志布志港国際コンテナターミナルのコンテナ蔵置エリア拡大予定
➡今後工場からより大量・安定的な出荷が可能になる

海上輸送
サービス

志布志に寄港する船社・ルートの増加 船社様と協議中

コンテナ需給の安定化 船社様と協議中

出荷物量 出荷物量の平準化 弊社内で取り組み推進中、2025年度より新運用開始予定

各関係者様のご協力により現在進行形でインフラ整備が充実しています。
弊社では中長期的にさらに志布志港利用を増やしていく計画ですが、
利用企業が増加することでますます環境が充実することを期待しています。

さらなる利用拡大に向けて
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ご清聴ありがとうございました


